
(57)【要約】

【課題】凍結路、Ｗｅｔ路、又はＤｒｙ路のいずれであ

ってもタイヤ面を有効に冷却し、ブレーキ制動時その他

の必要時にタイヤの路面に対する摩擦係数を増大させ得

る車両用スリップ防止補助装置を得る。

【解決手段】車両用スリップ防止補助装置は、冷媒を収

容する容器を有する冷媒噴射ユニットＡ1  、Ａ2  と、こ

れを駆動回路１１を介して制御し駆動する制御回路１０

とを備えている。冷媒噴射ユニットＡ1  、Ａ2  は同一構

成で、スプレ缶１内の冷媒を、ソレノイド４の電磁コイ

ル５によりプランジャ６を作動させて放出し、噴射ノズ

ル８ｂからタイヤ表面に吹付けて、タイヤ表面に付着し

た冷媒の気化によりタイヤ表面を冷却する。凍結路、Ｗ

ｅｔ路、又はＤｒｙ路かの判定をし、ブレーキ制動時や

その他の必要時にユニットＡ1  とＡ2  のいずれかにより

有効にタイヤを冷却しタイヤの摩擦係数μを増大させる

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 輪 の 外 周 辺 に 冷 媒 を 収 容 し た 容 器 を 配 置 し 、 こ の 容 器 の 冷 媒 を ノ ズ ル か ら タ イ ヤ に 吹
付 け 、 付 着 し た 冷 媒 の 気 化 に よ り タ イ ヤ を 冷 却 し て タ イ ヤ の 路 面 に 対 す る 摩 擦 係 数 を 増 大
さ せ る よ う に し た 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 冷 媒 を 収 容 し た 容 器 と 、 そ の 容 器 開 口 を 電 磁 力 で 開 放 す る ア ク チ ュ エ ー タ と 、 開 口
か ら の 冷 媒 を 噴 射 す る 噴 射 ノ ズ ル と に よ り 構 成 さ れ る 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト を 備 え た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト を 車 輪 の 進 行 方 向 の 少 な く と も 前 、 後 位 置 に 設 け 、 凍 結 路 、 Ｗ ｅ
ｔ 路 又 は Ｄ ｒ ｙ 路 の い ず れ か に よ っ て 前 、 後 位 置 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト に よ る 冷 媒 噴 射 の 作
動 を 選 択 自 在 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト を 車 両 の 車 輪 よ り 内 側 の 適 宜 位 置 に 設 け 、 噴 射 ノ ズ ル に よ る 冷 媒
の 噴 射 を タ イ ヤ 側 方 に 向 う よ う に 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に
記 載 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト を 後 進 時 に は そ の 後 進 を 表 わ す 信 号 に よ り 車 輪 の 進 行 方 向 の 前 、
後 位 置 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト に 対 し 、 前 進 時 と は 逆 に 選 択 自 在 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ に 記 載 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 冷 媒 を 収 容 す る 容 器 と し て 、 こ の 容 器 を 車 両 の 適 宜 位 置 に 保 持 す る 保 持 部 材 に よ り
着 脱 自 在 に 装 着 で き る ス プ レ 缶 を 用 い て 冷 媒 を 収 容 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５
の い ず れ か に 記 載 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 車 輪 タ イ ヤ の 路 面 に 対 す る 摩 擦 係 数 を 、 タ イ ヤ を 冷 却 す る こ と に よ り 増 加
さ せ る 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 走 行 時 の 車 輪 タ イ ヤ の 路 面 に 対 す る 摩 擦 係 数 を 増 大 さ せ る 手 段 が 種 々 提 案 さ れ て い る が
、 か か る 手 段 は 一 般 に 冬 季 路 面 の 凍 結 路 が 対 象 で あ り 、 例 え ば 特 許 文 献 １ で は ス リ ッ プ 防
止 粒 子 を 粒 子 保 温 手 段 に よ り 保 温 し 、 保 温 し た 粒 子 を 凍 結 路 面 に 付 着 さ せ て 凹 凸 を 形 成 し
、 接 触 摩 擦 力 を 増 加 さ せ る 手 段 を 示 し て い る 。 又 、 上 記 粒 状 物 を 散 布 す る 手 段 以 外 に 、 空
気 を タ イ ヤ に 吹 付 け て タ イ ヤ の 摩 擦 熱 に よ る 温 度 上 昇 の 防 止 を 図 る 方 法 が 特 許 文 献 ２ に よ
り 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 特 許 文 献 ２ に よ る 自 動 車 タ イ ヤ の ス リ ッ プ 防 止 法 で は 、 フ エ ン ダ 部 等 に 設 け た ノ ズ
ル か ら 外 気 よ り 数 度 低 下 す る よ う に 空 気 を タ イ ヤ に 吹 付 け て タ イ ヤ の 温 度 上 昇 を 防 止 す る
こ と を 提 案 し て い る 。 さ ら に 凍 結 路 で の ス リ ッ プ 時 に 車 輪 前 方 の 路 面 を 冷 却 し て ス リ ッ プ
を 防 止 す る 方 法 が 特 許 文 献 ３ に よ り 提 案 さ れ て い る 。 こ の ス リ ッ プ 防 止 方 法 で は 、 車 輪 の
ス リ ッ プ を 防 止 す べ き 状 態 を 検 出 す る と 、 車 輪 前 方 に 気 化 熱 に よ り 路 面 を 冷 却 す る 冷 却 物
質 を 放 出 し 、 車 輪 前 方 の 路 面 を 冷 却 す る と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 い ず れ の 例 も 冬 季 路 面 の 凍 結 路 で の ス リ ッ プ 防 止 が 対 象 で あ り 、 凍 結 路 以
外 の Ｗ ｅ ｔ 路 （ 路 面 が 水 で 濡 れ た 状 態 ） や 、 冬 季 以 外 の 一 般 的 な 乾 燥 状 態 の 路 面 で あ る Ｄ
ｒ ｙ 路 に 対 し て は 効 果 が 期 待 で き な い 。 ス リ ッ プ 防 止 粒 子 と な る 砂 等 を 凍 結 路 以 外 の 路 面
で 散 布 す る と 、 砂 粒 等 に よ り 却 っ て ス リ ッ プ し 易 く な り 、 又 低 温 空 気 を 路 面 に 吹 き 付 け て
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も 路 面 の 熱 容 量 が 大 き い た め 、 タ イ ヤ を 冷 却 す る 効 果 が 薄 い か ら で あ る 。 摩 擦 係 数 μ を 増
大 さ せ る 手 段 は 、 凍 結 路 は 勿 論 の こ と 、 Ｗ ｅ ｔ 路 、 Ｄ ｒ ｙ 路 に 対 し て も 共 通 に 利 用 で き る
こ と が 望 ま し い が 、 従 来 は 主 と し て 凍 結 路 を 対 象 と し て お り 、 凍 結 路 、 Ｗ ｅ ｔ 路 、 Ｄ ｒ ｙ
路 の い ず れ で あ っ て も 有 効 に ス リ ッ プ を 防 止 す る 手 段 が 求 め ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ５ ９ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ０ － １ ０ ０ ７ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ６ － ２ ９ ３ ２ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 留 意 し て 、 凍 結 路 、 Ｗ ｅ ｔ 路 、 又 は Ｄ ｒ ｙ 路 の い ず れ で あ っ
て も タ イ ヤ 面 を 有 効 に 冷 却 す る こ と に よ っ て 、 ブ レ ー キ 制 動 時 そ の 他 の 必 要 時 に タ イ ヤ の
路 面 に 対 す る 摩 擦 係 数 を 増 大 さ せ 得 る 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 、 車 輪 の 外 周 辺 に 冷 媒 を 収 容 し た 容 器 を
配 置 し 、 こ の 容 器 の 冷 媒 を ノ ズ ル か ら タ イ ヤ に 吹 付 け 、 付 着 し た 冷 媒 の 気 化 に よ り タ イ ヤ
を 冷 却 し て タ イ ヤ の 路 面 に 対 す る 摩 擦 係 数 を 増 大 さ せ る よ う に し た 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補
助 装 置 と し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 構 成 と し た こ の 発 明 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 に よ れ ば 、 冷 媒 を タ イ ヤ 表 面
（ 外 周 面 ） 又 は 側 面 に 吹 付 け る と 、 そ の 冷 媒 の 気 化 に よ り タ イ ヤ を 冷 却 す る こ と が で き 、
こ れ に よ り タ イ ヤ の 路 面 に 対 す る 摩 擦 係 数 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 冷 媒 は 容 器 内 に 所
定 圧 力 で 液 化 さ れ て 収 容 さ れ て お り 、 容 器 の 開 口 を 開 放 す れ ば 噴 射 ノ ズ ル か ら 霧 状 （ 液 滴
状 ） で 噴 射 さ れ 、 タ イ ヤ 表 面 又 は 側 面 に 瞬 時 に 付 着 し 、 付 着 し た 冷 媒 が 気 化 す る こ と に よ
り タ イ ヤ か ら 熱 を 奪 っ て タ イ ヤ が 冷 却 さ れ る 。 タ イ ヤ 表 面 又 は 側 面 を 冷 却 す る と 、 凍 結 路
、 Ｗ ｅ ｔ 路 、 又 は Ｄ ｒ ｙ 路 の い ず れ で あ れ 、 タ イ ヤ の 路 面 に 対 す る 摩 擦 係 数 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ゴ ム 高 分 子 材 料 を 用 い た タ イ ヤ の 摩 擦 力 は 、 タ イ ヤ ゴ ム の 粘 着 力 （ 接 着 力 ） と タ イ ヤ ゴ
ム が 路 面 の 凹 凸 に よ る 伸 縮 で 繰 り 返 さ れ る 変 形 に 伴 う 摩 擦 仕 事 に 対 応 す る ヒ ス テ リ シ ス 分
力 と か ら 成 り 、 一 般 に 粘 着 力 が ヒ ス テ リ シ ス 分 力 よ り 数 倍 大 き く 、 か つ ヒ ス テ リ シ ス 分 力
は 高 温 か ら 低 温 （ ０ ℃ 付 近 ） に 冷 却 さ れ て も わ ず か に 増 大 す る だ け で あ る が 、 粘 着 力 は 低
温 に な る 程 増 大 し 、 従 っ て 摩 擦 係 数 が 増 大 す る 。 こ の た め 、 凍 結 路 、 Ｗ ｅ ｔ 路 、 あ る い は
Ｄ ｒ ｙ 路 の い ず れ で あ れ タ イ ヤ 表 面 を 冷 却 し て 低 温 に す る 程 摩 擦 係 数 が 大 き く な る 。 こ の
た め 、 こ の 発 明 で は タ イ ヤ 表 面 又 は 側 面 に 冷 媒 を 積 極 的 に 吹 付 け て 、 摩 擦 係 数 の 増 大 が 十
分 有 効 な 値 と な る よ う に し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 走 行 路 面 が 凍 結 路 、 Ｗ ｅ ｔ 路 で あ る 場 合 は 、 路 面 の 温 度 が 一 般 に 低 く 単 に 冷 媒 を 吹 付 面
が 路 面 に 接 地 す る 直 前 に 吹 付 け れ ば よ い が 、 Ｄ ｒ ｙ 路 で は 大 気 中 に 含 ま れ る 水 分 が 冷 媒 の
吹 付 け で タ イ ヤ の 吹 付 面 の 気 化 、 冷 却 に よ る 温 度 低 下 で 結 露 し て タ イ ヤ 表 面 が 濡 れ 、 却 っ
て 摩 擦 係 数 μ が 小 さ く な り ス リ ッ プ す る 場 合 が あ る 。 従 っ て 、 凍 結 路 、 Ｗ ｅ ｔ 路 の 場 合 は
、 車 両 の 進 行 方 向 の 前 方 か ら 後 向 き に 車 輪 の タ イ ヤ 面 に 向 っ て 、 又 Ｄ ｒ ｙ 路 の 場 合 は 結 露
し た 水 分 が 蒸 発 、 飛 散 に よ り 除 去 さ れ る よ う 路 面 へ の 接 地 を 時 間 的 に 遅 ら せ る た め 、 車 輪
の 後 方 か ら 前 方 の タ イ ヤ 面 に 向 っ て 冷 媒 を 噴 射 で き る よ う に 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト を 両 方 の 位
置 に 設 け 、 路 面 の 状 態 に よ っ て そ の い ず れ か を 選 択 的 に 作 動 さ せ る の が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 は 、 路 面 が 凍 結 路 、 Ｗ ｅ ｔ 路 、 又 は Ｄ ｒ ｙ 路 の
い ず れ で あ れ 、 冷 媒 を ノ ズ ル か ら タ イ ヤ に 積 極 的 に 吹 付 け て 付 着 し た 冷 媒 の 気 化 に よ り タ
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イ ヤ を 冷 却 し 、 摩 擦 係 数 を 増 大 さ せ る よ う に し た か ら 、 タ イ ヤ の 路 面 に 対 す る 摩 擦 力 が 有
効 に 飛 躍 的 に 増 大 し 、 ブ レ ー キ 制 動 時 や そ の 他 の 必 要 時 に 応 じ て 確 実 に 摩 擦 力 が 向 上 し 、
制 動 距 離 の 短 縮 や 、 ス リ ッ プ 防 止 に よ る 旋 回 性 能 の 向 上 を 可 能 と す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 実 施 形 態 の 車 両
用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 の 全 体 概 略 構 成 図 を 示 す 。 図 １ で は 、 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  、 Ａ

2  を 前 輪 の １ 輪 の 前 後 に 設 け た 例 を 示 し て い る が 、 他 の 前 輪 及 び 後 輪 に 対 し て も 同 様 に 設
け ら れ る 。 但 し 、 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  と Ａ 2  は 全 く 同 一 の 構 成 、 機 能 で あ り 、 以 下 で は
主 と し て Ａ 1  を 代 表 さ せ て 説 明 す る 。 図 示 の よ う に 、 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  は 、 制 御 回 路
（ Ｅ Ｃ Ｕ ） １ ０ か ら の 制 御 信 号 を 駆 動 回 路 １ １ へ 送 り 、 駆 動 ラ イ ン Ｌ ｃ か ら の 電 源 信 号 で
後 述 す る ソ レ ノ イ ド ４ を 駆 動 し て 作 動 す る よ う に 接 続 さ れ て 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置
が 構 成 さ れ て い る 。 但 し 、 後 述 す る よ う に 、 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  、 Ａ 2  と 同 一 構 成 、 作
用 の 他 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 3  、 Ａ 4  を 用 い る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 制 御 回 路 １ ０ へ は 車 輪 速 度 セ ン サ Ｓ 1  ～ Ｓ 4  、 ブ レ ー キ 装 置 の ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｐ Ｄ B  の
ブ レ ー キ 圧 検 出 器 Ｓ B  （ 但 し 、 ブ レ ー キ 踏 力 検 出 器 で も 可 ） 、 ア ク セ ル の ア ク セ ル ペ ダ ル
Ｐ Ｄ A  の 作 動 を 検 出 す る ア ク セ ル 検 出 器 Ｓ A  の そ れ ぞ れ の 検 出 信 号 が 入 力 さ れ る 。 制 御 回
路 １ ０ に は 、 後 述 す る よ う に 走 行 路 面 が 凍 結 路 、 Ｗ ｅ ｔ 路 、 あ る い は Ｄ ｒ ｙ 路 で あ る か を
、 ブ レ ー キ 作 動 時 の ブ レ ー キ 圧 検 出 器 Ｓ B  、 車 輪 速 度 セ ン サ Ｓ 1  ～ Ｓ 4  か ら の 信 号 、 及 び
図 示 し な い が 加 速 度 セ ン サ （ 減 速 度 ） 及 び 外 気 の 温 度 セ ン サ 等 か ら の 信 号 に 基 づ い て 判 定
す る プ ロ グ ラ ム を 含 む も の と す る 。 但 し 、 そ の プ ロ グ ラ ム の 内 容 が こ の 発 明 の 主 要 部 で は
な い か ら 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 又 、 上 記 判 定 プ ロ グ ラ ム の 判 定 結 果 に よ り 、 後 述 す る
よ う に 、 他 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 2  又 は Ａ 3  、 さ ら に Ａ 4  を 作 動 さ せ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  の 詳 細 構 成 に つ い て は 後 述 す る が 、 そ の 取 付 位 置 は 、 図 示 の 例 で
は 車 輪 Ｗ の 外 周 付 近 で 、 そ の 接 続 パ イ プ ８ の 端 末 の 噴 射 ノ ズ ル ８ ｂ か ら 冷 媒 を 車 輪 （ 前 輪
） Ｗ の タ イ ヤ 進 行 方 向 の 前 方 か ら 後 方 に 向 っ て タ イ ヤ ト レ ッ ド 面 に 噴 射 す る の に 適 す る 車
体 フ レ ー ム 等 の 適 宜 位 置 に 設 置 す る 。 な お 、 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 2  は 、 Ｄ ｒ ｙ 路 に 対 応 す
る た め に 前 方 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  と 全 く 同 一 構 成 の も の を 車 輪 Ｗ の Ａ 1  に 対 向 す る 後
方 位 置 に 設 け て い る 。 こ れ は 、 Ｄ ｒ ｙ 路 で は タ イ ヤ に 結 露 し た 水 分 が 蒸 発 、 飛 散 に よ り 除
去 さ れ る よ う 路 面 へ の 接 地 を 時 間 的 に 遅 ら せ る こ と が で き る よ う な 位 置 と し て 設 定 し た か
ら で あ る 。 さ ら に 、 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 3  の よ う に 、 タ イ ヤ 舵 角 軸 心 付 近 上 に ノ ズ ル を 配
置 し て 舵 角 に よ っ て タ イ ヤ 面 へ 噴 射 す る ノ ズ ル 位 置 を 動 か す 必 要 を な く し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 冷 媒 を 収 容 し た 冷 媒 容 器 と し て 冷 媒 ス プ
レ 缶 １ を 保 持 器 ２ に 対 し 弾 性 を 有 す る そ の 保 持 バ ン ド ２ ａ に よ り 着 脱 自 在 に 装 着 し 、 そ の
上 方 の 取 付 座 ３ 上 に 電 磁 コ イ ル ５ 、 プ ラ ン ジ ャ ６ か ら 成 る ソ レ ノ イ ド ４ と 、 冷 媒 を 外 部 へ
導 出 す る た め の ノ ズ ル チ ッ プ ７ を 備 え て い る 。 プ ラ ン ジ ャ ６ は 図 中 の ば ね に よ り コ イ ル へ
の 非 通 電 時 は 上 方 に 押 上 げ ら れ て い る 。 カ バ ー （ 又 は ヨ ー ク ） ５ ａ 内 に 設 け ら れ た 電 磁 コ
イ ル ５ へ は 電 源 信 号 が 駆 動 ラ イ ン Ｌ ｃ か ら 送 ら れ 、 発 生 し た 電 磁 力 で プ ラ ン ジ ャ ６ の 下 方
に 向 け て 端 板 ４ ａ を 貫 通 し て 設 け た 突 出 ロ ッ ド ６ ａ を 下 方 に 押 下 げ 、 こ れ に よ り ノ ズ ル チ
ッ プ ７ を 下 方 へ 押 下 げ て ノ ズ ル チ ッ プ ７ の 弁 座 ７ ａ の 斜 面 を 冷 媒 ス プ レ 缶 １ の 噴 射 パ イ プ
１ ａ に 当 接 さ せ 、 噴 射 パ イ プ １ ａ を 押 下 げ る と 噴 射 パ イ プ １ ａ か ら 圧 送 さ れ る 冷 媒 が ノ ズ
ル チ ッ プ ７ 内 の 導 通 孔 ７ ｂ を 通 り 、 接 続 パ イ プ ８ へ と 送 ら れ る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ノ ズ ル チ ッ プ ７ は 、 図 示 省 略 し て い る が 、 通 常 （ 非 通 電 時 ） は 取 付 座 ３ に 設 け た 弾 性 部
材 の ば ね （ 例 え ば 皿 ば ね ） の 力 で 、 図 ２ に 示 す 上 方 の 位 置 に 押 圧 さ れ て お り 、 冷 媒 を 噴 射
す る 際 は こ の ば ね 力 及 び プ ラ ン ジ ャ ６ の ば ね 力 に 打 勝 っ て ノ ズ ル チ ッ プ ７ を 端 面 ７ ｃ に 沿
っ て 下 方 に 押 下 げ 得 る 電 磁 力 を ソ レ ノ イ ド ４ は 発 生 す る も の と す る 。 接 続 パ イ プ ８ は 、 一
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端 が ノ ズ ル チ ッ プ ７ の 導 通 孔 ７ ｂ に 嵌 合 、 接 続 さ れ 、 他 端 は 噴 射 ノ ズ ル ８ ｂ と し て 形 成 さ
れ て い る 。 但 し 、 後 述 す る 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 4  で は 接 続 パ イ プ ８ は 省 略 さ れ 、 ノ ズ ル チ
ッ プ ７ の 端 に 噴 射 ノ ズ ル ７ ｄ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 冷 媒 ス プ レ 缶 １ 内 に 収 容 さ れ て い る 冷 媒 は 、 図 示 の 例 で は フ ロ ン １ ３ ４ ａ （ Ｈ Ｆ Ｃ １ ３
４ ａ ） （ い わ ゆ る 代 替 フ ロ ン ） が 用 い ら れ る 。 こ の フ ロ ン １ ３ ４ ａ は 、 塩 素 Ｃ ｌ 成 分 を 含
ま ず 、 従 っ て オ ゾ ン 層 を 破 壊 す る 危 険 が 全 く な く 、 沸 点 が － ２ ６ ℃ 以 下 で 、 常 温 で の 貯 蔵
圧 力 が ６ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ 2  と 低 く 、 常 温 の 大 気 中 に 放 出 さ れ る と 速 や か に 気 化 す る と い う 性
質 を 有 し 、 比 較 的 簡 易 に 十 分 な 安 全 性 を 確 保 で き る と い う 利 点 を 有 す る 。 但 し 、 冷 媒 と し
て は フ ロ ン １ ３ ４ ａ は 一 例 で あ り 、 他 の フ ロ ン 系 冷 媒 、 あ る い は 非 フ ロ ン 系 の 冷 媒 で も よ
く 、 タ イ ヤ 表 面 （ 外 周 面 ） 又 は 側 面 に 吹 付 け て タ イ ヤ を 冷 却 す る 作 用 を 有 す る 冷 却 物 質 で
あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た こ の 実 施 形 態 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 は 、 着 脱 自 在 、 即 ち
ワ ン タ ッ チ で 装 着 可 能 な 冷 媒 ス プ レ 缶 １ を 装 着 し て ス リ ッ プ 防 止 の た め の 冷 媒 の 噴 射 の 可
能 な 状 態 で 走 行 中 に 作 動 さ せ る 。 ブ レ ー キ 作 動 時 に 走 行 路 が 凍 結 路 、 又 は Ｗ ｅ ｔ 路 で あ る
こ と を 前 述 し た 各 種 セ ン サ 、 検 出 器 か ら の 検 出 信 号 に よ り 制 御 回 路 １ ０ の 所 定 の プ ロ グ ラ
ム で 判 定 す る と 、 そ の 制 御 信 号 の 指 令 に よ り 前 方 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  が 作 動 し て 冷 媒
が 噴 射 ノ ズ ル ８ ｂ か ら 噴 射 さ れ 、 タ イ ヤ 表 面 が 冷 却 さ れ る 。 こ の た め 、 タ イ ヤ の 路 面 に 対
す る 摩 擦 係 数 μ が 増 大 し 、 制 動 効 果 が 大 き く な る 。 冷 媒 噴 射 は 、 前 述 し た よ う に 、 ソ レ ノ
イ ド ４ が 作 動 す る と プ ラ ン ジ ャ ６ の 突 出 ロ ッ ド ６ ａ で ノ ズ ル チ ッ プ ７ を 押 し 下 げ 、 こ れ に
よ り 冷 媒 ス プ レ 缶 １ の 噴 射 パ イ プ １ ａ を 押 し 下 げ て 冷 媒 を 噴 射 し 、 ノ ズ ル チ ッ プ ７ か ら 接
続 パ イ プ ８ を 経 て 噴 射 ノ ズ ル ８ ｂ よ り 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 ブ レ ー キ 作 動 時 に 走 行 路 が Ｄ ｒ ｙ 路 で あ る こ と を 制 御 回 路 １ ０ で 判 定 す る と 、 前
方 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  を 作 動 さ せ た 場 合 、 一 般 に 外 気 が 冬 期 よ り 高 い た め 湿 度 が 高 く
、 タ イ ヤ を 冷 媒 の 噴 射 に よ り 冷 却 す る と 外 気 に 含 ま れ る 水 分 が タ イ ヤ 表 面 に 結 露 し て 濡 れ
る た め 、 逆 に 摩 擦 係 数 μ が 低 下 す る 可 能 性 が 高 く な る 。 従 っ て 、 Ｄ ｒ ｙ 路 で の ブ レ ー キ 作
動 時 に は 前 方 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  で は な く 、 後 方 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 2  を 制 御 回 路
１ ０ で 選 択 し 、 そ の 制 御 回 路 か ら の 指 令 を 後 方 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 2  へ 送 り 、 タ イ ヤ 表
面 に 後 方 か ら 噴 射 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ は 、 前 述 し た よ う に 、 タ イ ヤ 後 方 か ら タ イ ヤ 表 面 に 噴 射 す る こ と に よ り そ の 噴 射 面
が 接 地 す る ま で の 時 間 を 遅 ら せ 、 そ の 間 に 結 露 に よ る 水 分 の 蒸 発 又 は 遠 心 力 に よ る 水 分 の
飛 散 に よ り タ イ ヤ の 濡 れ を 減 少 さ せ 、 冷 却 効 果 を 保 持 し て 摩 擦 係 数 μ の 増 大 を 図 る た め で
あ る 。 な お 、 上 記 例 で は Ｄ ｒ ｙ 路 の 場 合 、 後 方 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 2  を 使 用 す る と し た
が 、 図 ３ に 示 す よ う に 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 4  を 車 両 の タ イ ヤ よ り 内 側 に 設 置 し 、 タ イ ヤ 表
面 に 近 い タ イ ヤ 側 面 に 冷 媒 を 噴 射 さ せ て タ イ ヤ 表 面 を 冷 却 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 各 例 で は 冷 媒 の タ イ ヤ 表 面 又 は 側 面 へ の 噴 射 に よ っ て タ イ ヤ 表 面 を 冷 却 し 、 こ れ に
よ り タ イ ヤ の 路 面 に 対 す る 摩 擦 係 数 μ を 増 大 さ せ る と し た が 、 こ れ は タ イ ヤ の 技 術 分 野 に
お け る 次 の よ う な 説 明 （ 例 え ば 技 術 誌 「 タ イ ヤ の 話 」 服 部 六 郎 著 、 大 成 社 ） に 基 づ い て い
る 。 即 ち 、 タ イ ヤ の 摩 擦 力 Ｆ は 、 タ イ ヤ の ゴ ム 高 分 子 材 料 の 粘 着 力 Ｆ A  （ 又 は 接 着 力 、 Ad
hesion） と 、 タ イ ヤ 表 面 が 路 面 の 凹 凸 に よ っ て 繰 り 返 し 変 形 し て 摩 擦 仕 事 と し て 消 費 さ れ
る ヒ ス テ リ シ ス （ Hysteresis） 損 失 に 対 応 す る ヒ ス テ リ シ ス 分 力 Ｆ H  と に 分 け ら れ る が 、
一 般 に 粘 着 力 Ｆ A  の 占 め る 割 合 の 方 が ヒ ス テ リ シ ス 分 力 Ｆ H  よ り 数 倍 大 き い 。 そ し て 、 Ｄ
ｒ ｙ 路 で 高 温 の 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 分 力 に 対 す る 摩 擦 係 数 μ は 共 に 低 下 す る が 、 特 に 粘 着
力 の 摩 擦 係 数 は そ の 低 下 が 著 し く な り 、 反 対 に タ イ ヤ の 温 度 が 低 く な る 程 急 激 に 大 き く な
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 こ れ に 対 し て ヒ ス テ リ シ ス 分 力 に よ る 摩 擦 係 数 は 低 温 で あ る 程 大 き い が 、 高 温 で は 少 し
低 下 す る 程 度 で あ り 、 比 較 的 そ の 変 化 の 割 合 は 小 さ い 。 従 っ て 、 凍 結 路 、 Ｗ ｅ ｔ 路 で あ れ
ば 、 タ イ ヤ の 温 度 は 比 較 的 低 く 、 又 は 低 く な る た め 粘 着 力 に よ る 摩 擦 係 数 が 大 と な る が 、
冷 媒 の 噴 射 に よ り タ イ ヤ 表 面 の 温 度 を さ ら に 低 く す る こ と に よ り 益 々 摩 擦 係 数 は 大 と な る
。 一 方 、 Ｄ ｒ ｙ 路 で 高 温 の 場 合 、 粘 着 力 は 大 き く 減 少 し 、 こ の 場 合 に タ イ ヤ 表 面 に 冷 媒 を
噴 射 す る こ と に よ り 冷 却 す れ ば 、 摩 擦 力 が 大 き く 回 復 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 又 、 他 の 技 術 誌 （ 「 路 面 の す べ り と そ の 対 策 」 市 原 薫 、 小 野 田 光 之 著 、 技 術 書 院 、 平 成
９ 年 ３ 月 ２ ５ 日 発 行 （ 第 １ 刷 ） ） に よ れ ば 、 路 面 の 温 度 と す べ り 摩 擦 係 数 ｆ と の 関 係 を 図
４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 実 測 値 で 示 さ れ て お り 、 上 述 し た 変 化 が 分 か る 。 図 中 の 曲 線 は 次
の 実 験 式 で 表 さ れ る 。
　 ・ コ ン ク リ ー ト 、 湿 潤 路 （ 図 ４ ）
　 　 ｆ ＝ 0.000105ｔ 2  ＋ 0.00002 ｖ ｔ － 0.0111ｔ ＋ 0.000056ｖ 2  － 0.0117ｖ ＋ 1.19
　 ・ コ ン ク リ ー ト 、 乾 燥 路 （ 図 ５ ）
　 　 ｆ ＝ 0.000139ｔ 2  ＋ 0.00003 ｖ ｔ － 0.0113ｔ ＋ 0.00005 ｖ 2  － 0.0066ｖ ＋ 1.11
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 研 究 に よ れ ば 、 乾 燥 路 面 で は 路 面 温 度 が ０ ℃ 近 く 、 し か も 走 行 速 度 が ４ ０ ｋ ｍ ／ ｈ
よ り 小 さ い 場 合 、 比 較 的 大 き な 摩 擦 係 数 値 が 得 ら れ （ Ｐ １ ８ ） 、 温 度 の 摩 擦 係 数 に 対 す る
影 響 は 、 温 度 の 低 い と こ ろ で は １ ℃ 増 大 す る ご と に 摩 擦 係 数 は 約 ０ ． ０ １ 減 少 す る 。 こ の
傾 向 は 温 度 の 上 昇 と 共 に 小 さ く な り 、 ４ ０ ℃ 付 近 で は 温 度 変 化 の 影 響 は ほ と ん ど ０ に な る
（ Ｐ ２ ２ ） 。 一 方 、 湿 潤 路 面 で は ほ ぼ 乾 燥 路 の 場 合 と 同 様 で あ り 、 温 度 の 低 い と こ ろ で は
１ ℃ 増 大 す る ご と に 摩 擦 係 数 は 約 ０ ． ０ １ 減 少 す る 。 こ の 傾 向 は 温 度 の 上 昇 と と も に 小 さ
く な り 、 ５ ０ ℃ 付 近 で は 温 度 変 化 の 影 響 は ほ と ん ど ０ と な る （ Ｐ ２ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 で は 各 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  ～ Ａ 4  の 作 動 は 、 急 ブ レ ー キ 時 を 要 件
と し て い る 。 こ の 急 ブ レ ー キ 要 件 と は 、 例 え ば 通 常 走 行 中 、 あ る い は 低 速 走 行 中 （ ２ ０ ～
１ ０ ｋ ｍ ／ Ｈ 程 度 以 下 ） に 緊 急 制 動 を 必 要 と す る 場 合 、 又 前 方 障 害 物 と 衝 突 の 可 能 性 が あ
る 場 合 、 交 差 点 進 入 直 前 に 信 号 機 が 赤 信 号 に 変 化 し た こ と に 気 付 く の が 遅 れ た 場 合 、 カ ー
ブ し た 道 路 で カ ー ブ を 曲 り 切 れ ず に ガ ー ド レ ー ル と 衝 突 の 可 能 性 が あ る 場 合 等 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 急 ブ レ ー キ 要 件 を 制 御 回 路 １ ０ に 含 ま れ る プ ロ グ ラ ム で 判 断 す る と 共 に 、 こ
の プ ロ グ ラ ム に は 冷 媒 噴 射 に よ る 冷 却 効 果 を 上 げ る た め 、 次 の よ う な プ ロ グ ラ ム も 含 む 。
即 ち 、 ア ク セ ル ペ ダ ル Ｐ Ｄ A  を 急 に 離 し た 場 合 、 ア ク セ ル 検 出 器 Ｓ A  に よ る そ の 状 態 を 検
出 し た 信 号 を 制 御 回 路 １ ０ に 送 り 、 次 に 急 ブ レ ー キ が 行 な わ れ て ブ レ ー キ ペ ダ ル Ｐ Ｄ B  の
踏 込 み に よ り 生 じ る 信 号 が ブ レ ー キ 圧 検 出 器 Ｓ B  か ら 送 ら れ て 来 る こ と を 予 測 し て 所 定 時
間 の タ イ ム ラ グ を 設 け 、 そ の 信 号 が 来 れ ば 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  ～ Ａ 4  の う ち の 所 定 の ユ
ニ ッ ト を 作 動 さ せ 、 そ の 間 に 急 ブ レ ー キ の 信 号 が 送 ら れ て 来 な い 場 合 は 作 動 さ せ ず 、 又 所
定 時 間 内 に 急 ブ レ ー キ 信 号 が 送 ら れ て 来 た が 、 そ の 後 直 ち に 急 ブ レ ー キ 信 号 が 無 く な っ た
場 合 は 作 動 を 直 ち に 停 止 さ せ る プ ロ グ ラ ム を 含 む も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 上 記 プ ロ グ ラ ム に は 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  ～ Ａ 4  の そ れ ぞ れ の 作 動 時 間 を 各 別
に 積 算 し 、 冷 媒 ス プ レ 缶 内 の 現 在 の 残 量 を 演 算 に よ り 算 出 し て 推 定 し 、 残 量 小 と な れ ば 警
告 信 号 を 送 り 音 声 又 は 表 示 ラ ン プ 等 に よ り 警 告 を し て 冷 媒 ス プ レ 缶 １ の 交 換 を 促 す よ う な
プ ロ グ ラ ム も 含 む も の と す る 。 又 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  ～ Ａ 4  を 作
動 さ せ る の は 、 ブ レ ー キ 作 動 時 と し て 説 明 し た が 、 例 え ば 急 発 進 時 や 急 加 速 、 あ る い は 旋
回 操 舵 を 必 要 と す る 走 行 中 の 特 定 条 件 下 で 作 動 さ せ て も よ く 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に 摩 擦 係 数
μ が 増 大 す れ ば そ れ だ け 急 発 進 、 急 加 速 、 急 旋 回 が 効 果 的 に 行 な え る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 で は 車 両 の 前 進 時 を 前 提 と し て 説 明 し た が 、 シ フ ト レ バ ー が バ ッ ク （ 後
退 位 置 ） に 入 れ ら れ た 場 合 、 シ フ ト レ バ ー の バ ッ ク 位 置 の 信 号 を 制 御 回 路 １ ０ へ 送 り 、 そ
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の 信 号 に よ り 前 方 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 1  と 後 方 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト Ａ 2  を 前 進 時 と は 逆
に 動 作 さ せ る よ う に 制 御 す る 。 こ れ に よ り 凍 結 路 、 Ｗ ｅ ｔ 路 、 又 は Ｄ ｒ ｙ 路 の い ず れ で あ
れ 、 前 進 、 後 退 の ど ち ら で も 摩 擦 係 数 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 で は 冷 媒 を 収 容 す る 容 器 は ワ ン タ ッ チ で 着 脱 自 在 の ス プ レ 缶 方 式
の 容 器 と し た が 、 ス プ レ 缶 に 替 え て 固 定 式 の ボ ン ベ を 冷 媒 収 容 容 器 と し て 保 持 器 ２ に よ り
固 定 し て 設 け 、 あ る い は ボ ン ベ を 運 転 席 内 の 適 宜 位 置 等 に 固 定 し 、 こ の ボ ン ベ に 接 続 パ イ
プ を 接 続 し 、 パ イ プ 端 末 か ら 冷 媒 を 送 液 で き る よ う に し て 、 冷 媒 が 無 く な る と 充 填 で き る
充 填 形 式 の 容 器 に し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 発 明 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 は 、 冷 媒 を 積 極 的 に 吹 付 け て タ イ ヤ の 路 面 に 対
す る 摩 擦 係 数 を 増 大 さ せ る 機 能 を 有 す る か ら 、 タ イ ヤ で 走 行 す る あ ら ゆ る 種 類 の 車 両 に 広
く 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 の 車 両 用 ス リ ッ プ 防 止 補 助 装 置 の 全 体 概 略 構 成 図
【 図 ２ 】 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト の 一 部 断 面 部 分 を 含 む 拡 大 側 面 図
【 図 ３ 】 タ イ ヤ 側 面 か ら 冷 媒 を 噴 射 す る 場 合 の 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト の 配 置 図
【 図 ４ 】 コ ン ク リ ー ト 舗 装 路 面 （ 湿 潤 ） の 温 度 に 対 す る す べ り 摩 擦 係 数 ｆ の 変 化 曲 線
【 図 ５ 】 コ ン ク リ ー ト 舗 装 路 面 （ 乾 燥 ） の 温 度 に 対 す る す べ り 摩 擦 係 数 ｆ の 変 化 曲 線
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ 　 　 　 　 　 ス プ レ 缶
２ 　 　 　 　 　 保 持 器
３ 　 　 　 　 　 取 付 座
４ 　 　 　 　 　 ソ レ ノ イ ド
５ 　 　 　 　 　 電 磁 コ イ ル
６ 　 　 　 　 　 プ ラ ン ジ ャ
７ 　 　 　 　 　 ノ ズ ル チ ッ プ
８ 　 　 　 　 　 接 続 パ イ プ
１ ０ 　 　 　 　 制 御 回 路
１ １ 　 　 　 　 駆 動 回 路
Ａ 1  ～ Ａ 4  　 冷 媒 噴 射 ユ ニ ッ ト
Ｗ 　 　 　 　 　 車 輪
Ｓ 1  ～ Ｓ 4  　 車 輪 速 度 セ ン サ
Ｓ A  　 　 　 　 ア ク セ ル 検 出 器
Ｓ B  　 　 　 　 ブ レ ー キ 圧 検 出 器
Ｌ ｃ 　 　 　 　 駆 動 ラ イ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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